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１ エコフィード推進の背景



成 年 農業産 額 約 億 う 畜産 億 な 産 額 約 割を占

１-（１） 我が国農業における畜産の地位

○平成１９年の農業産出額は約８兆２億円。うち畜産は、２兆５千億円となっており、産出額の約３割を占める。

○畜産の産出額の内訳は、生乳が２６％、肉用牛が１９％、豚が２１％、鶏が２７％。

果樹

その他
14%

その他
6% 生乳果樹

9%

畜産 鶏

26%

6,350億円

1,609億円

畜産
30%農業産出額

8兆1 927億円

鶏
27%

畜産の産出額

2兆4 773億円6 773億円

野菜
25%

8兆1,927億円 2兆4,773億円6,773億円

米

肉用牛
19%

豚 4,808億円
22%

豚
21%

4,808億円

5,233億円資料：農林水産省「平成19年農業産出額（概算）」

注：端数の関係から、合計しても100％とならない場合がある。2



平成３２年度飼料全体 平成２１年度

１-（２） 飼料自給率の現状と目標
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平成３２年度
目標

３８％

飼料全体

２５％

平成２１年度
概算 ≪国産粗飼料供給量の推移≫

6,000
（千TDNﾄﾝ）

平成2年:5,310千TDNﾄﾝ

粗飼料

○乾草
○サイレージ

輸入
２２％

乾草
稲わら

4,000

4,500

5,000

5,500
平成2年:5,310千TDNﾄﾝ

（発酵させた粗飼料）
牧草
青刈りとうもろこし
稲発酵粗飼料

○稲わら

国産
１００％

２２％

国産
７８％

稲わら
稲ＷＣＳ

3,000

3,500

平成2年 4 6 8 10 12 14 16 18 20

平成2１年（概算）:4,205千TDNﾄﾝ

≪食品産業の食品残さ発生量・再生利用の状況（平成15・19年度）≫

飼料作物面積

濃厚飼料

90万ha 105万ha→

（単位：千トン）

肥料 飼料 メタン化
油脂及び
油脂製品

その他

年度
食品廃棄物等
の年間発生量

再利用量への仕向け量

輸入
８９％

輸入
８１％

○穀類
とうもろこし
こうりゃん、大麦、米

○糠類
フスマ 米ヌカ 油脂製品

11,343 6,796 2,515 2,379 204 408 1,291

100% 60% 22% 21% 2% 4% 11%

11 348 5 549 2 220 1 887 0 166 1 276

19

８９％ ８１％

国産

フスマ、米ヌカ

○粕類
大豆油粕
ビートパルプ
ビール・豆腐粕

食品残さ等
未利用資源
糠類・粕類
飼料用米 11,348 5,549 2,220 1,887 0 166 1,276

100% 49% 20% 17% 0% 1% 11%

15国産
１１％

国産
１９％

○動物質飼料
魚粉等

飼料用米

ｴｺﾌｨｰﾄﾞ利用量 50万TDN㌧25万TDN㌧→



濃厚飼料粗飼料

１-（３） 家畜飼料の種類

濃厚飼料

○ 穀類（とうもろこし、こうりゃん、大麦等）、油粕類（大
豆油かす、菜種油かす等）、糠類（フスマ、米ヌカ等）
等がある

粗飼料

○ 粗飼料は茎葉を乾草（乾燥）、サイレージ（乳酸発
酵させて貯蔵性を高めたもの）にして貯蔵できる。

○ 濃厚飼料に比べ粗繊維質量が高く エネルギーや 等がある。
○ エネルギーやたんぱく質が豊富で、これらの供給

源として重要な飼料。

○ 濃厚飼料に比べ粗繊維質量が高く、エネルギ や
たんぱく質が少ない。しかし、草食動物である牛に
とっては栄養源となるだけでなく、消化機能を安定さ
せるため、生理的に必須の飼料。

とうもろこし こうりゃん 大 麦青刈とうもろこし 牧 草

配合飼料乾燥サイレージ

給与 給与
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○ 飼料穀物の輸入量は、近年、やや減少傾向で推移。主な輸入先国は、米国、オーストラリア、カナダ、アル

１-（４） 我が国の飼料原料の輸入状況
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ゼンチン、ウクライナ。
○ 飼料穀物のほとんどは輸入に依存しており、特にとうもろこし・こうりゃん・大麦は、米国・オーストラリアに大

きく依存。

我が国の飼料穀物輸入量 米国のとうもろこし需給

カナダ

（百万トン）
08/09 09/10 10/11

（見込み） （予測）

307.1 333.0 339.5
0.4 0.2 0.3

348 7 375 7 376 0

輸入量
生産量

国内需要量
ウクライナ

(万トン）
H19年度 H20年度 H21年度

とうもろこし 1,206 1,172 1,136
こうりゃん 92 104 147
大麦 114 96 122 カナダ

大麦（17%）

注：その他とは、小麦、えん麦、ライ麦である。

348.7 375.7 376.0
飼料用 259.3 289.3 290.6
エタノール用 131.6 140.3 135.9
その他 94.2 114.3 119.4

47.0 50.2 52.1
42.5 36.2 33.3
13.9 10.7 9.7期末在庫率（％）

期末在庫量
輸出量

国内需要量
とうもろこし(2%)
大麦（13%）
小麦（29%）

大麦 114 96 122
その他 26 17 21
合計 1,438 1,389 1,426

配合・混合飼料の原料使用量
（平成21年度）

米国
とうもろこし（94%）
こうりゃん（38%）
大麦（4%）

世界のとうもろこしの輸出状況

10/11

(予測）

輸出量

（百万㌧）
（割合）動物性飼料

豆類,
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1%

オーストラリア
こうりゃん（48%）
大麦（ ）

（平成21年度）

［計2,485 万㌧］

※デンプン質が多
く使いやすいとう
もろこしが５割を

小麦（6%）
(予測） （百万㌧）

①米国 52.1 (57.0%)

②ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 13.5 (14.8%)

③ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 8.5 (9.3%)

世界計 91.4 (100.0%)とうもろこし

1,191

48%大豆油かす

その他油かす

120

5%

糟糠類

252

10%

38

2%
その他

198

8%

アルゼンチン
とうもろこし（1%）
こうりゃん（14%）
大麦（1%）

大麦（61%）
小麦（34%）

占める。

上段：使用数量(万トン)
下段：割合(％)

こうりゃん

172

その他穀類

167

7%

336

14%

大麦（1%）

注：括弧内の％はH21年度輸入量の各穀物の国別シェア
資料：財務省「貿易統計」、USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates (August 12, 2010)」、 USDA 「World Market and Trade (August 12, 2010)」

農林水産省生産局畜産部畜産振興課「流通飼料価格実態調査」

172

7%



○ とうもろこしの国際価格（シカゴ相場）は、バイオエタノール向け需要の増加等から高騰し、さらに主要産地の天候不順等もあり
約300ドル／トンまで大幅に上昇 その後 世界的不況による需要減退 豊作予測等から相場は急落 直近では100ドル台後半

（参考）配合飼料価格に影響を与える要因の価格動向

約300ドル／トンまで大幅に上昇。その後、世界的不況による需要減退、豊作予測等から相場は急落。直近では100ドル台後半
／トン（４ドル台前半／ブッシェル）で推移。大豆油かすについては、300ドル前後／トンで推移。

○ 海上運賃（フレート）は、堅調な船舶需要や原油価格高騰の影響等により約150ドル／トンまで大幅に上昇し、その後急落した
ものの、直近では50～60ドル／トン程度で推移。一方、為替相場は、昨年４月以降円高傾向で推移してきたが、直近では80円台
半ば／ドルで推移半ば／ドルで推移。

○ 最近の価格動向の特徴として、①原油相場、株式市場等の経済指標が穀物相場の主材料となる傾向、②投機資金が穀物相
場に流入し相場の変動に影響、③米国でとうもろこしのバイオエタノール需要が増加基調にあり、とうもろこしの需給構造に変化。

ドル/トン ドル／トン＜とうもろこしのシカゴ相場の推移（期近物）＞ ＜海上運賃の推移（ガルフ～日本）＞

200 

250 

300 
ドル/トン

(08．6/27)

297ﾄﾞﾙ/ﾄﾝ

(755ｾﾝﾄ/ﾌﾞｯｼｪﾙ）

（10.9/8）

176ﾄﾞﾙ/ﾄﾝ

（448ｾﾝﾄ/ﾌﾞｯｼｪﾙ）

(09.6/2)

177ﾄﾞﾙ/ﾄﾝ

(450ｾﾝﾄ/ﾌﾞｯｼｪﾙ） 90

100

110

120

130

140

150
ル ン

(07.11)

120.6

(08.5)

147.2

う 相場 推移（期近物）

50 

100 

150 

20

30

40

50

60

70

80

0 1 08 1 09 1 10 1 11 1

(10.8)

58.9

(08.12)

23.6

130
円／ドル

07.4 7 10 08.1 4 7 10 09.1 4 7 10 10.1 4 7 10

500 
ドル/トン

(08.7/14)

452 (09.6/11)

428

07.1 08.1 09.1 10.1 11.1

注：ｼｶｺﾞ相場の日々の終値である。（資料：生産局畜産部畜産振興課調べ） 注：10年8月の値は、第４週までの平均値である。

＜為替相場の推移＞＜大豆油かすのシカゴ相場の推移（期近物）＞

100

110

120

(08.3)

(08.8)

109

300 

400 

(07.9/27)

283

(10.9/8)

307

428

注：ｼｶｺﾞ相場の日々の終値である。（資料：生産局畜産部畜産振興課調べ）

80

90

07.1 08.1 09.1 10.1 11.1

(10.9)

84

(08.3)

101

(09.1)

90
100 

200 

07.4 7 10 08.1 4 7 10 09.1 4 7 10 10.1 4 7 10

注：10年8月の値は、9月8日までの中心値の平均値である。
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１-（５） エコフィード推進の制度的な背景
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○ 平成１７年 食料・農業・農村基本計画

・ 「食料・農業・農村基本計画」において、食料自給率目標（平成２７年度 ４５％）と並んで、飼
料自給率目標（同 ３５％）を設定料自給率目標（同 ３５％）を設定

（※ 平成２２年の新たな「食料・農業・農村基本計画」において、平成３２年度の飼料自給率目標を３８％
に設定。）

○ 平成１９年 食品リサイクル法（平成１３年施行）の改正

・ 飼料化の優先（省令及び基本方針に明記）
廃掃 収集 搬 特例措 プ 計 定・ 廃掃法上の収集・運搬の特例措置（リサイクルループの計画認定）

・ 再生利用率の目標の業態ごとの目標設定（平成２４、食品製造業８５％、食品卸売業７０％、
食品小売業４５％、外食産業４０％）
定期報告義務の創設（食品廃棄物の発生量 再生利用の状況等 100 以上の排出事業者・ 定期報告義務の創設（食品廃棄物の発生量、再生利用の状況等。100ｔ以上の排出事業者

が対象）

世界的な穀物需給の引き締まり傾向のなか 輸入飼料にできるだけ依存せず エコ世界的な穀物需給の引き締まり傾向のなか、輸入飼料にできるだけ依存せず、エコ

フィードなど国産飼料に立脚した安全で安心な畜産物の生産をいかに図るか



（参考）食品リサイクル法における飼料化の位置づけ

食品循環資源の再生利用等の促進に関する食品関連事業者の判断の基準となるべき事項を定め食品循環資源の再生利用等の促進に関する食品関連事業者の判断の基準となるべき事項を定め
る省令 （ 抜粋 ）

（食品循環資源の再生利用等の実施の原則）
第一条

２項の二
食品循環資源の全部又は一部のうち、再生利用を実施することができるものについては、特

定肥料等の需給状況を勘案して、可能な限り再生利用を実施すること。この場合において、飼
料の原材料として利用することができるものについては、可能な限り飼料の原材料として利用
すること。

食品循環資源の再生利用等の促進に関する基本方針 （平成19年11月30日公表）
（ 抜粋 ）

一 食品循環資源の再生利用等の促進の基本的方向
４ 食品循環資源の再生利用等の手法に関する優先順位及び手法ごとの取組の方向

ロ 再生利用

資食品関連事業者は、食品循環資源の再生利用を行うに当たっては、判断基準省令に従った

取組を行うことはもとより、自らが発生させる食品廃棄物等の量、組成及び特定肥飼料等の原
材料としての需要等を十分に把握し、これらを踏まえた適切な再生利用の手法を選択する必要
があるがある。

その際、飼料化は、食品循環資源の有する成分や熱量（カロリー）を最も有効に活用できる
手段であり、飼料自給率の向上にも寄与するため、優先的に選択することが重要である。8
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２ エコフィードの推進



○ 国は 食料自給率の向上 食品リサイクルによる循環型社会構築の取組 飼料 スト低減の 環として エ

２-（１） エコフィード（食品残さ利用飼料）の推進

○ 国は、食料自給率の向上、食品リサイクルによる循環型社会構築の取組、飼料コスト低減の一環として、エコ
フィード（食品残さの利用飼料）を推進。

○ 推進にあたっては、エコフィードの原料排出元である食品関連事業者、利用者である畜産農家、飼料化業者
等関係者の連携が不可欠等関係者の連携が不可欠。

食品残さ飼料化施設 畜産農家エコフィード原料排出元 食品残さ飼料 施設 畜産農家原料排

食品製造業
４９０万トン

食品残さの発生量

直接農家へ、または、配合

飼料メーカーに配合飼料の

原料として販売。

６４０万トン 食品製造副産物（パ くず 製麺くず等）を中心

食品残さの発生量

卸売・小売業
外食産業

６４０万トン 食品製造副産物（パンくず、製麺くず等）を中心

に、自家配合飼料の原料として、食品関連事業

者から畜産農家に販売される場合もある。10



○ 食品産業の業態によって飼料化の状況が異なっており 卸 小売 外食と川下になるにつれて飼料化率は低

２-（２） 食品産業業態別の飼料化の状況
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○ 食品産業の業態によって飼料化の状況が異なっており、卸、小売、外食と川下になるにつれて飼料化率は低
下。業態別の食品循環資源の特徴に応じて、適切に再利用する必要。

○ 現在の飼料化率は２１％。平成３２年度目標である濃厚飼料自給率１９％を達成するためには、飼料化率を
５０％まで増加させる必要

メタン、油脂等7％

５０％まで増加させる必要。

【 特 徴 】

食品製造業 飼料化
39％

肥料化
31％

未再生
23％490万㌧

品質や内容が明らかで、大量に安定供給され
ることから飼料としての利用が容易

肥料化等仕向けをできるだけ飼料化
に振り向けることが必要

食品小売業
2％8

％
20％ 70％

70万㌧

食品卸売業
13％ 41％ 4％ 42％

に振り向けることが必要。

食品製造業の残さと比べて、異物混入や品質
劣化を起こしやすい

260万㌧

食品小売業

外食産業

％
70％

5
％

4
％

6
％

85％

劣化を起 しやすい

飼料化にあたっては、分別の徹底等、
安全性ガイドラインの普及啓発・理
解促進が必要。

310万㌧

飼料化21％
(240万㌧)

全 体

32年度目標
達成に必要な飼料化量

567万㌧（飼料化50％）

資料：農林水産省「食品循環資源の再生利用等実態調査（平成１９年度）」

(240万㌧)
1,130万㌧

567万㌧（飼料化50％）



２-（３） 食品残さ飼料化の方法

○ 食品残さを飼料として利用するためには 保存性や家畜の嗜好性を高めるような処理 加工が必要○ 食品残さを飼料として利用するためには、保存性や家畜の嗜好性を高めるような処理、加工が必要。

○ そのための技術として、①乾燥技術、 ②サイレージ調整技術、③リキッドフィーディング技術がある。

ドライ（乾燥） サイレージ リキッド（液状）ドライ（乾燥） サイレ ジ リキッド（液状）

技術の
概要

原材料を、天ぷらの原理で脱水
乾燥する方法、高温蒸気で乾
燥する方法等

原材料を密閉し、乳酸発酵によ
り保存性を高める方法。

原材料と水（牛乳、ジュース等
を含む）を混合し、スープ状に加
工する方法燥する方法等。 工する方法。

おもな
原材料

余剰食品（弁当等）、厨芥 等 ビール粕、とうふ粕、果汁粕
等

余剰食品（弁当等）、厨芥、
水分の多い食品残さ 等

特 徴 多種多様な原材料の加工が 食品製造副産物のうち粕類の 水分の多い食品残さの加工が特 徴 ・多種多様な原材料の加工が
可能。

・保存性に優れ、自家配原料の
他、配合飼料原料として、広域

・食品製造副産物のうち粕類の
加工が可能。

・初期投資・加工費が比較的安
価。

・水分の多い食品残さの加工が
可能。

・初期投資、加工費が安価。飼
料が飛散しないためロスが少他、配合飼料原料として、広域

的な利用が可能。
・初期投資、加工費（燃料費）が
大きい。

価。
・おもに、酪農・肉用牛経営に
おける混合飼料の原料として
地域的で利用。

料が飛散しな ため スが少
なく、畜舎内の粉塵も減少。

・給与機械（ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ等）の整
備が必要。

ビール粕

とうふ粕

12



○ 平成２２年６月現在 ２５５のエコフィ ド製造業者を把握 うち 情報公開に同意が得られた業者については

２-（４） 食品残さ飼料化業者の現状
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○ 平成２２年６月現在、２５５のエコフィード製造業者を把握。うち、情報公開に同意が得られた業者については、
（社）中央畜産会のＨＰで公開予定。(http://ecofeed.lin.go.jp/)。

○ エコフィードの原料については、食品製造副産物を扱う業者が最も多く（１９２業者）、続いて、余剰食品（スー
パー・コンビニ等の売れ残り食品や調理残さ等）を扱う業者（４５業者）、動物性原料（魚粉等）を扱う業者（１７
社） あ た社）であった。

○ 北海道は農産物加工残さ（ビート・馬鈴薯等）を飼料化する業者が多く、都市近郊（千葉・東京・神奈川等）で
は余剰食品を扱う業者が、九州では焼酎粕を扱う業者が多い等、地域別に特色がみられる。

○ エコフィードの利用を畜種別にみると豚が最も多く 牛（粕類・農産物等を利用） 鶏と続く○ エコフィ ドの利用を畜種別にみると豚が最も多く、牛（粕類 農産物等を利用）、鶏と続く。

○ 情報公開データによると、エコフィードの価格の平均は乾燥で２５円／kg（配合飼料のおよそ半分の価格（重
量比） ）、サイレージ（豆腐粕等）１８円／ｋｇ、リキッド６円／kg。

エコフィード原料 事業所数

食
品

酒粕類（焼酎粕、ビール粕等） ２９

飼料化の手法 価格（円／kg）

乾燥飼料 ２５．０

サイレ ジ １８ ０品
製
造
副
産

糟糠類（豆腐粕、醤油粕等） ３４

農産物加工残さ（ﾋﾞｰﾄﾊﾟﾙﾌﾟ、ｼﾞｭｰｽ粕等） ２３

パン屑、菓子屑等 ３６

サイレージ １８．０

リキッド飼料 ６．３

対象家畜 事業者数産
物 その他（複数混合） ７０

余剰食品（売れ残り食品、厨芥類等） ４５

動物性原料（油かす魚粉等） １７

対象家畜 事業者数

牛 １０４

豚 １６２

※ 複数回答

動物性原料（油かす魚粉等） １７

その他 １

合 計 ２５５

鶏 ５７



２-（５） エコフィードの取組の事業化手順

【手順１】 賦存量の評価【手順１】 賦存量の評価

地域資源の量、質、季節変動、輸送コスト等の評価を行い、対象家畜、飼料化手法、給与手法
等を検討。

【手順２】 飼料成分の評価

日本標準飼料成分表（中央畜産会）や試験研究機関の研究報告、日本食品標準成分表（国立
印刷局）からの推計等により、飼料価値について整理。

【手順３】 費用対効果の評価

【手順１】及び【手順２】の結果を基に、エコフィード製造にかかるコストや販売額等を試算し、畜
産農家における従来の飼料コスト等と比較。農

【手順４】 飼料化及び給与の基礎試験

試験製造したエコフィードについて、【手順２】を基に配合設計した上で短期間に家畜に給与し、
嗜好性や体調の変化等を確認 また 詳細な飼料成分や 安全性について分析嗜好性や体調の変化等を確認。また、詳細な飼料成分や、安全性について分析。

【手順５】 農場での給与実証試験

【手順４】の結果を基に、長期間の給与試験を実施し、生産性（血液性状、増体、肉質等）を調査
するとともに 飼料の製造 保管 給与にかかる作業とシステム等を含めた総合的な経済性を評価するとともに、飼料の製造・保管・給与にかかる作業とシステム等を含めた総合的な経済性を評価。

事業化14



２-（６） 関係者の連携について

○ エコフィードの取組を定着させるためには、エコフィードの製造から家畜への給与、畜産物の販売に至るまで

15

○ コフィ ドの取組を定着させるためには、 コフィ ドの製造から家畜 の給与、畜産物の販売に至るまで
に発生する様々なリスクを回避しつつ推進する必要。

○ そのためには、産学官の連携や農商工の連携による地域ネットワークを形成し、地域の特徴を活かした取組
の推進が重要。

構 成 役 割 具体的対応

○食品産業 ○エコフィードの製造 ○関係者による連携・グループ化の推進

の推進が重要。

○食品産業
○飼料化業
○畜産業

○流通・小売業

○エコフィ ドの製造
○エコフィードの給与
○畜産物の流通・販売

○関係者による連携・グル プ化の推進
○技術の実用化

（高品質化、低コスト化 等）
○製品のブランド化、販売力の強化

産
等

○大学
○県試験場

基礎から応用まで多様な
学術研究・開発

○技術開発

（エコフィードの製造技術 給与技術 畜産
学

【営利の追求】

○県試験場
○民間機関

学術研究 開発
○飼料化技術
○給与技術
○製品開発

（エコフィ ドの製造技術、給与技術、畜産
物の評価、機能的評価）

○経営・環境影響評価
学

【真理の探求】

○市町村
○都道府県
○国

○各種制度及び施策に
よる支援

○経営的支援：施設整備、利用定着化 等
○技術的支援：研究開発、実用化 等
○そ の 他：普及・啓発、組織化支援、官

【真理の探求】

○国 ○そ の 他：普及 啓発、組織化支援、

安全性（飼料安全法）、
許認可（廃棄物処理法） 等

官
【公共の利益】



○ 畜産草地研究所を中心とする産学官連携により、多様な食品残さの分別と混合の後、乳酸菌を用いて発
酵調製を行う「発酵リキ ドフィ ディング」に関する技術が確立

２-（７） 事例１ 余剰食品等を活用したエコフィードの取組

酵調製を行う「発酵リキッドフィーディング」に関する技術が確立。

○ 日本大学は、発酵リキッド飼料調製技術の高度化を図り、小田急フードエコロジーセンターは、実際に食品
残さの収集システムと養豚現場での給餌システムを開発し、ブランド豚肉の生産・販売に活用するなど、本
技術の効果検証と確立に貢献。 【平成20年度（第6回）産学官連携功労者表彰 農林水産大臣賞受賞】技術の効果検証と確立に貢献。 【平成20年度（第6回）産学官連携功労者表彰 農林水産大臣賞受賞】

事業概要

食品産業 飼料化施設

小田急フードエコロジーセンタースーパー デパート
・ 小田急グループの環境活動の柱とし
て、「小田急フードエコロジーセンター」
（（株）小田急ビルサービス）を拠点に、
グループ内外で発生する 食品残さを
原料として養豚用のリキッド発酵飼料を

小田急フ ドエコロジ センタ
コンビニ

デパート

食品製造工場

・ バーコードにより食品資源の排出者、種類、

量に関する情報を把握し、それをもとに製造

原料として養豚用のリキッド発酵飼料を
製造。

・ 単なるリサイクルの推進ではなく、高
付加価値の豚肉生産を目的としており、
生産した豚をグループ内外で販売する
という地域循環畜産の「環」を構築

・ 小田急グループ内外から発生する食品残さ
を収集。

飼料の配合を設計。

・乳酸菌発酵をさせ、液状飼料（リキッドフィー
ド）に調整（24～48時間）。

という地域循環畜産の「環」を構築。
を収集。

・ 食品資源の排出者側において、異物除去、
分別管理の指導・教育を徹底。

養豚農家養豚農家

スーパー・百貨店

畜産物の販売

・ タンクローリーを用い
て農家等に出荷・ 小田急グループ内外へ。

・ 付加価値販売（ブランドの確立）
・ リキッドフィーディングによ
る飼養

16



２-（７） 事例２ 地域資源を活用したエコフィードの取組

○ 茨城県内の生産者グループは、地域で廃棄又は肥料に仕向けられていた食品残さの飼料化を推進するた
め 畜産農家 耕種農家 食品業者 県 試験研究機関と連携し 「 ド茨城協議会 を設立

17

め、畜産農家、耕種農家、食品業者、県、試験研究機関と連携し、「エコフィード茨城協議会」を設立。

○ 試験研究機関（国立環境研究所、畜産草地研究所等）の技術的サポートの下、地域の規格外農産物や食
品加工残さの飼料化を推進。

エコフィード茨城協議会

関連事業者

干しイモ残さ

関連事業者
農事組合法人 百姓倶楽部
有限責任事業組合 持続性社会研究所

オブザーバー
茨城県行政機関 研究機関

常陸大宮
久慈ピッグファーム

養豚事業者

茨城県行政機関、研究機関

ジャガイモ残さ

ひたちなか
幸田商店

干しイモ残渣

ば

下妻
カルビー下妻工場

ジャガイモ残渣

つくば
畜産草地研究所・国環研

研究機関

牛久

猿島郡境町
塚原牧場

養豚事業者 リキッドフィーディングでの利用

牛久
常陽牧場

養豚事業者
異業種が連携・組織化することにより、技術的・財政的支援が受けやすく、
新しい技術の採用が可能。



３ エコフィード推進に向けた
支援対策等

18



エコフィード利用畜産物の生産に
エコフィード利用の推進

エコフィード生産に関する

３-（１） 消費者に対する理解醸成

19

エコフィードを利用した

生産物の評価の周知

関する評価とその周知

エコフィード利用畜産物

認証制度の構築

エコフィード利用の推進

「安全性確保ガイドライン」

の周知徹底

安全性の確保

生産物の評価の周知

○ 生産実証試験
発育や歩留まり、畜産物の品質（格付成績
等）への影響を調査

認証制度の構築 の周知徹底

○ 原料の収集、分別の条件
排出元での分別の徹底、
責任の明確化等

エコフィードの取組を消費者までつな
げ、取組に対する社会の認識を深める
ための認証制度を検討 （今年度中に 等）への影響を調査。

→ 適正な給与条件では、市販の配合飼料
給与と同等の発育、品質であることを確認。

責任の明確化等

○ 原料の運搬、保管の条件
保冷車による品質劣化の防止等

○ 製造の条件

ための認証制度を検討。（今年度中に
仕組みを構築。）

【認証の基準（案）】
・ 一定割合以上のエコフィードを含む飼料を

○ 畜産物の評価
栄養機能成分、食味への影響を調査。

→ 脂肪酸組成の変化、食味の向上等を確
認。

○ 製造の条件
受入時の分別、加熱による病原微生物汚
染の防止、品質管理等

○ 製品の保存、出荷の条件
異物混入の防止 温度管理

・ 定割合以上のエコフィ ドを含む飼料を、
一定期間以上家畜に給与して得られた畜産
物及び畜産物加工品。

・ 畜産物及び畜産物加工品の生産から販売
までのルートが特定されていること。

※ (社)配合飼料供給安定機構が冊子を配
布。（HPからダウンロード可能）

※ (社)配合飼料供給安定機構が冊子を配
布。（HPからダウンロード可能）

異物混入の防止、温度管理、
帳簿の記載等

※ 飼料を認証する「エコフィード
認証制度」は(社)日本科学飼料
協会が実施

飼料費の低減と特色のある畜産物の生エコフィ ドの安全かつ安心な利活用の 原料収集 製造 保管 給与等の各過

http://mf-kikou.lin.gr.jp/topics/topics.htm http://mf-kikou.lin.gr.jp/topics/topics.htmhttp://kashikyo.lin.gr.jp/ecofeed/eco.html

飼料費の低減と特色のある畜産物の生
産

エコフィードの安全かつ安心な利活用の
推進及び資源循環社会の構築

原料収集、製造、保管、給与等の各過
程における管理の徹底



３-（２） エコフィードの生産・利用の拡大

エコフィード利用の安定供給体制の構築 施設整備等の推進エコフィード利用の安定供給体制の構築

地域資源活用型エコフィード
増産推進事業（継続）

エコフィード緊急増産対策事業
（拡充）

施設整備等の推進

地域バイオマス利活用交付金
（拡充）

地域のＴＭＲセンターやリキッド飼料
製造業者が、地域の食品残さや飼料
作物により、TMR（混合飼料）を生産す

配合飼料メーカーと食品残さ飼料化
業者が連携したエコフィード利用拡大
及び食品産業と畜産農家等とのマッチ

グ

バイオマス変換施設及びバイオマス
供給施設・利用施設等の一体的な整備
等に対し支援

る取組を支援

① 食品残さ等を飼料原料として利用
するＴＭＲ等製造の取組
【助成単価】 （利 拡大量 応じ変動）

ング等を支援

① 配合飼料原料として利用されるエ
コフィード量の増加実績に対し助成
【助成単価】 １ＴＤＮ㌧当たり1万2千円

【事業実施主体及び補助率】
民間団体等、１／２以内等

【予算額】 ４,０４６（１１,１６４）百万円
【助成単価】 （利用拡大量に応じ変動）
・大家畜の場合、100㌧利用拡大で145万円
・中小家畜の場合、500㌧利用拡大で320万円

② 飼料作物の生産拡大の取組
【助成単価】 作付面積拡大１ｈａ当たり：4万7千円

【助成単価】 １ＴＤＮ㌧当たり1万2千円

② 食品産業（排出側）及び畜産業（利
用側）等が、お互いの情報をマッチン
グするためのシステムの構築を支援。
【補助率】 定額

食品廃棄物オンサイト肥飼料化
施設設備導入事業（新規）

食品関連事業者の事業場で発生する【助成単価】 作付面積拡大１ｈａ当たり：4万7千円

③ 必要な機械・施設の整備
【補助率】リース料の１／２

【助成対象】

【補助率】 定額

③ 食品残さの飼料化を実現するため
に必要な実証試験等を支援。
【補助率】 定額

食品関連事業者の事業場で発生する
製造副産物等を食品関連事業者自ら
が肥飼料化するための設備の導入を支
援

【助成対象】
３戸以上の農家から成る営農集団等

【予算額】１５８（２５０）百万円

【助成対象】地域協議会等

【予算額】 ３３０（６６３）百万円の内数

【事業実施主体及び補助率】
食品残業事業者、１／２以内等

【予算額】 １３５（０）百万円

エコフィードの利活用の推進 未利用資源の飼料化の促進20



マニュアル等による技術の普及 栄養評価手法の簡素化 地域における人材育成の推進

３-（３） 技術の普及・定着及び地域人材の育成
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エコフィードを活用したTMR

マニュアル等による技術の普及

近赤外線分析装置の

栄養評価手法の簡素化

エコフィード利活用研修会

地域における人材育成の推進

製造利用マニュアル プログラム（検量線）の配付

近赤外線分析装置によるエコフィード
の成分分析の検量線を特定。 (社)日
本科学飼料協会が配付

地域で生産される飼料作物や
農産副産物、食品製造副産物
の混合飼料としての利用方法

の開催

エコフィードの取組を実践するために
必要な知識を習得するための研修会
等の開催を支援

栄養成分分析装置の開発豚 ド飼料設計

※ 推奨機種：ニレコのNIRSシステムズ モデ
ル6000シリーズ。

本科学飼料協会が配付。の混合飼料としての利用方法
をマニュアル化。
※ (社)配合飼料供給安定機構が冊子を配

布。（HPからダウンロード可能）

等の開催を支援。

○ 内 容
（１）地域研修

都道府県畜産協会、農協、NPO等が行う
栄養成分分析装置の開発豚用エコフィード飼料設計

プログラム

食品残さの飼料成分のデータ
ベ スと日本飼養標準を組み ※ １サンプルを約10秒で

近赤外線による小型・低コストな分析装
置を開発。

研修会等の共同開催

（２）ブロック研修
地方農政局等が行うセミナー、シンポジウ
ムの共同開催

（３）全国研修ベースと日本飼養標準を組み
合せ、配合設計をマニュアル
化。

※ (独)畜産草地研究所HPからダウンロード
が可能

※ １サンプルを約10秒で
分析。２３年春頃、市販
開始予定。

（３）全国研修
畜産草地研究所との共同開催

※ 開催の希望は、(社)配合飼料供給安定機
構まで。が可能

飼料化業者等 お 簡易か 迅速多様な食 残さを 家畜

http://nilgs.naro.affrc.go.jp/press/2010/0524/ecofeed_index.html http://mf-kikou.lin.gr.jp/topics/topics.htm

飼料化業者等において、簡易かつ迅速
な成分把握が可能となり、より適切な飼
料設計に寄与。

多様な食品残さを活用しつつ、家畜の
養分要求量を満たすエコフィードの製
造・利用を技術的に支援。

適正な食品残さの飼料化の取組の実践
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資
料

６
－

２

飼
料

増
産

総
合

対
策

事
業

の
う

ち
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
緊

急
増

産
対

策
【

１
０

０
（

４
８

８
）

百
万

円
】

対
策

の
ポ

イ
ン

ト
Ｔ

Ｍ
Ｒ

セ
ン

タ
ー

等
に

お
け

る
食

品
残

さ
の

利
用

拡
大

の
推

進
、

食
品

関
連

事
業

者
と

畜
産

農
家

等
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

の
た

め
の

情
報

整
備

、
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
を

給
与

し
て

得
ら

れ
た

畜
産

物
の

認
証

制
度

の
検

討
等

を
実

施
し

ま
す

。

＜
背

景
／

課
題

＞
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
を

生
産

・
利

用
す

る
た

め
に

は
、

食
品

関
連

事
業

者
、

飼
料

化
業

者
、

畜
産

農
家

等
の

関
係

者
が

地
域

的
又

は
広

域
的

な
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
量

的
・

質
的

に
安

定
し

た
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
の

生
産

・
供

給
体

制
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
更

な
る

エ
コ

フ
ィ

ー
ド

の
利

用
拡

大
を

図
る

た
め

に
は

、
消

費
者

等
を

含
め

た
関

係
者

に
対

す
る

理
解

醸
成

等
が

必
要

で
す

。
（

エ
コ

フ
ィ

ー
ド

と
は

）
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
と

は
、

食
品

残
さ

等
を

利
用

し
て

製
造

さ
れ

た
飼

料
で

す
。

エ
コ

フ
ィ

ー
ド

の
利

用
は

、
食

品
リ

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
資

源
の

有
効

利
用

の
み

な
ら

ず
、

飼
料

自
給

率
の

向
上

等
を

図
る

上
で

重
要

な
取

組
で

す
。

政
策

目
標

飼
料

自
給

率
の

向
上

２
６

％
（

平
成

２
０

年
度

）
→

３
８

％
（

平
成

３
２

年
度

）

＜
主

な
内

容
＞

１
事

業
内

容
（

１
）

地
域

未
利

用
資

源
の

利
用

拡
大

地
域

の
畜

産
農

家
等

が
共

同
で

使
用

す
る

Ｔ
Ｍ

Ｒ
セ

ン
タ

ー
等

に
お

い
て

、
地

域
で

発
生

す
る

食
品

残
さ

（
豆

腐
粕

、
農

場
残

さ
等

）
の

収
集

や
飼

料
作

物
（

牧
草

等
）

の
生

産
に

よ
り

混
合

飼
料

を
製

造
す

る
取

組
に

対
し

支
援

し
ま

す
。

【
補

助
率

：
定

額
、

１
／

２
】

（
２

）
配

合
飼

料
原

料
と

し
て

の
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
の

生
産

拡
大

配
合

飼
料

メ
ー

カ
ー

と
食

品
残

さ
飼

料
化

業
者

が
連

携
し

て
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
の

生
産

・
利

用
量

を
増

加
さ

せ
る

取
組

を
支

援
し

ま
す

。
【

補
助

率
：

定
額

、
１

／
２

】
（

３
）

マ
ッ

チ
ン

グ
・

シ
ス

テ
ム

の
構

築
地

域
に

お
い

て
、

食
品

産
業

（
排

出
側

）
及

び
畜

産
業

（
利

用
側

）
等

が
、

お
互

い
の

情
報

を
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
支

援
し

ま
す

。
【

補
助

率
：

定
額

】
（

４
）

地
域

未
利

用
資

源
飼

料
化

確
立

の
支

援
マ

ッ
チ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
情

報
等

を
活
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し
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食

品
残

さ
の

飼
料

化
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す
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に
必
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実
証

試
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し
ま

す
。
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助
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】

（
５

）
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
利

用
畜

産
物

認
証

制
度

の
構

築
消

費
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の
理

解
の

下
、

畜
産

農
家

が
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
を

安
定

的
に

利
用

す
る

た
め

の
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
利

用
畜

産
物

認
証

制
度

の
構

築
を

支
援

し
ま

す
。

【
補

助
率

：
定

額
】

２
事

業
実

施
主

体
民

間
団

体
等

［
お
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い

合
わ

せ
先

：
生

産
局

畜
産

部
畜

産
振

興
課

（
０

３
－

３
５

９
１

－
６

７
４

５
（

直
）
）

]
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料

増
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総
合

対
策

事
業

の
う
ち
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
緊

急
増

産
対

策
事

業

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ

等
に
お
い
て

地
域
で
発

生
す
る
食

品
残

さ

１
地

域
未

利
用

資
源

の
利

用
拡

大
（
新

規
）

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
等

に
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い
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、
地
域
で
発
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す
る
食

品
残

さ
（
豆

腐
粕

、
農

場
残

さ
等

）
の

収
集

や
飼

料
作

物
（
牧

草
等

）
の

生
産

に
よ
り
混

合
飼

料
を
製

造
す
る
取

組
に
対

し
支

援
し
ま
す
。

・
食
品
残

さ
の

活
用
：

食
品

残
さ
の

利
用

拡
大
量

に
応

じ
助
成

（
大

家
畜
：

1
0
0
㌧

/
年

拡
大
で
1
4
5
万

円
以
内
等

）
・

飼
料

作
物

の
生

産
：

飼
料

作
物

の
作

付
拡

大
面

積
に

応
じ

助
成

（
１

h
a
/
年

当
た

り
4
万

7
千

円
以

内
）

・
集
荷
体

制
の

整
備
：

食
品

残
さ
を

飼
料

利
用
す

る
た

め
の

機
材

の
リ

ー
ス

料
の

1
/
2
以

内
を

、
最

大
3
年

間
助

成

食
品

工
場

残
さ

選
果

場
等

残
さ

収
集

飼
料
利
用
の

拡
大

２
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
生

産
・
利

用
の

拡
大

食
品

残
さ
飼

料
化

事
業

者
と
配

合
飼

料
メ
ー
カ
ー
の

両
者

が
連

携
し
て
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の

生
産

・
利

用
量

を
増

加
さ
せ

る
取

組
を
支
援
し
ま
す
。

協
議

会
の
設
置

飼
料

化
業

者

連
携

エ
コ
フ
ィ
ー
ド

の
増

産
利
用
拡
大

配
合

飼
料

メ
ー
カ
ー

・
奨

励
金

の
交

付
：

エ
コ

フ
ィ

ー
ド

の
生

産
・

利
用

量
に

応
じ

助
成

（
1
T
D
N
㎏

増
当

た
り

、
1
2
円

以
内

）
・

集
荷
体

制
の

整
備
：

食
品

残
さ
を

集
荷

す
る
た

め
の

機
材
の

リ
ー

ス
料
の

1
/
2
以

内
を
、

最
大

1
年

間
助
成

３
マ
ッ
チ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の

構
築

地
域
に
お
い
て

食
品
産
業

（
排
出
側
）
及

び
畜

産
業
（
利

用
側
）
等

が
お
互

い
の

情
報

を
マ

飼
料

化
工

場
Ｔ

Ｍ
Ｒ

セ
ン

タ
ー

飼
料

利
用

地
域
に
お
い
て
、
食
品
産
業

（
排
出
側
）
及

び
畜

産
業
（
利

用
側
）
等

が
、
お
互

い
の

情
報

を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
支
援

し
ま
す
。

食
品

製
造

工
場

ス
ー

パ
ー

残
さ

登
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

マ
ッ

チ
ン
グ
の
調
整

畜
産

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン
等

４
地

域
未

利
用

資
源

飼
料

化
確

立
の

支
援

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

情
報

等
を
活

用
し
、
食

品
残

さ
の

飼
料

化
を
実

現
す
る
た
め
に
必

要
な

実
証
試
験
等

を
支
援

ま
す

５
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
利

用
畜

産
物

認
証

制
度

の
構

築

実
証
試
験
等

を
支
援
し
ま
す
。

地
域
情
報
の
分
析

飼
料
化
及
び
給
与
実
証

畜
産
物
の
評
価

ィ
利

用
畜

産
物

認
証

制
度

構
築

消
費

者
の

理
解

の
下

、
畜

産
農

家
が

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
安

定
的

に
利

用
す
る
た
め

の
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
利

用
畜

産
物

認
証

制
度

の
構

築
を
支

援
し
ま
す
。
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－

３

養
豚

農
家

に
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け
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食
品
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さ

の
活

用
状
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に

つ
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て
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平

成
2
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年

8
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ト
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集

計
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）

１
リ
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ド
フ
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ー

デ
ィ

ン
グ

の
利

用
実

態
に

つ
い

て

２
食

品
残

さ
を

利
用

す
る

上
で

の
課

題

①
原

料
の

安
定

的
な
確

保
（
量

、
品

質
、
季

節
変

動
等

）
１
７
件

②
飼

養
管

理
技

術
（
飼

料
設

計
、
肉

質
へ

の
影

響
等

）
１
５
件

③
初

期
設

備
の

投
資

が
過

大
（
飼

料
化

施
設

、
給

餌
装

置
、
保

守
等

）
９
件

④
原

料
の

保
存

性
の

確
保

（
腐

敗
防

止
、
品

質
の

安
定

性
等

）
８
件

⑤
食

品
残

さ
の

安
全

性
の

確
保

（
ｶ
ﾞｲ
ﾄﾞﾗ

ｲ
ﾝ
遵

守
、
食

品
添

加
物

の
影

響
等

）
６
件

⑤
輸

送
・
飼

料
化

コ
ス
ト
（
収

集
・
運

搬
体

制
、
飼

料
化

、
）

６
件

⑦
許

認
可
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取

得
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廃

棄
物

処
理

法
、
飼

料
安

全
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等
）

４
件

⑦
食

品
産
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連
携
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食

品
産

業
と
畜

産
農

家
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マ
ッ
チ
ン
グ
等

）
４
件

⑨
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（
配

合
飼

料
価

格
の

変
動

、
出

荷
先

の
確

保
等

）
３
件

母
豚

肥
育
豚

北
海

道
2

1,840
9,010

0

東
　
北

6
3,130

32,700
0

関
　
東

36
2,107

50,243
1

北
　
陸

3
200

2,500
0

東
　
海

10
3,915

32,611
1

近
　
畿

10
0

5,870
1

中
四

国
1

0
3,300

2

九
　
州

22
1,816

81,471
1

沖
　
縄

0
0

0
0

合
　
計

90
13,008

217,705
6

飼
養
頭
数

都
道
府
県

導
入
予
定

戸
数

備
　
考

導
入
戸
数
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資料６－４　

１　地域資源活用型エコフィード増産推進事業
（㌧／年） (ha／年)

県 市町村
取組
開始

事業実施主体名 畜種
食品残さ
の利用拡
大計画

残さの種類
飼料作物
の作付拡
大計画

リース整備整備
備考

（代表者、構成員等）

1 北海道 大空町 H21～ （農）東もことTMR 牛 100 でんぷん粕（馬鈴薯）

2 北海道 帯広市 H21～ 十勝・帯広型エコフィードTMRセンター研究会 牛 800 規格外人参、ジュース粕等 十勝ライブストック

3 北海道 帯広市 H21～ 道央エコフィード利用推進協議会 豚 1,000 ポテト皮、パン粉等 混合タンク 長内畜産、日清丸紅

4 北海道 八雲町 H21～ 道南エコフィード利用推進協議会 豚 1,000 ホエイ、シロップ残液等 ミキサー等 インターファーム、日清丸紅

5 北海道 石狩市 H22.5 イーエフ飼料利用推進協議会 豚 1,000 パン屑、加工屑等 混合機 ノースベストファーム

6 北海道 別海町 H22.6 エコフィード利用組合EARTH 牛 800 豆腐粕、麺屑 酪農家７戸（西塚、中垣、高橋、他）

7 岩手 二戸市 H21～ ＴＭＲうべつ 牛 100 豆腐粕 17.6

8 宮城 石巻市 H21～ 全酪東北ＴＭＲ協議会 牛 200 ウーロン茶粕

9 福島 二本松市 H21～ あぶくまＴＭＲ生産利用組合 牛 800 醤油粕、もやし屑、豆腐粕、ジュース粕 収集運搬車 エム牧場

10 福島 二本松市 H21～ 安達太良TMRセンター 牛 800 うどん屑（乾）等 冷蔵庫、収集容器等 加藤和信

11 福島 天栄村 H22.5 福島県酪農協ＴＭＲ協議会 牛 100 煮豆屑

12 茨城 高萩市 H21～ 高岡地区自給飼料生産組合 牛 100 もやし屑 飼料製造機 鈴木一郎

13 茨城 常陸大宮市 H21～ 県北繁殖牛組合 牛 100 もやし屑 後藤允男

14 茨城 境町 H21～ 境エコ・ポーク有限責任事業組合 豚 2,000 給食・弁当残さ、麺屑、パン屑等 柿沼喜一

15 茨城 鉾田市 H21～ 鉾田エコフィード利用組合 豚 2,000 菓子屑、パン屑、豆腐粕等 倉庫、飼料容器、攪拌機等 鈴木一

平成２２年度エコフィード関連事業の取組状況について

16 茨城 下妻市 H21～ エコフィード茨城協議会 豚 1,000 ポテト皮、甘藷皮 久慈ピックファーム、常陽牧場、塚原牧場

17 茨城 大洗町 H21.7 甘藷残さ飼料利用促進協議会 豚 500 甘藷皮 フォークリフト、収集容器等 久慈ピックファーム、常陽牧場、宮部牧場

18 群馬 吉岡町 H22.5 エサイクル事業協同組合 牛 800 豆腐粕 今井牧場、宮田畜産、加藤ファーム

19 埼玉 深谷市 H21～ 深谷市地域エコフィード利用推進組合 豚 500 パン屑、麺屑、豆腐粕、菓子屑等 長島千鶴

20 埼玉 戸田市 H22.6 濃縮米とぎ汁飼料利用促進協議会 豚・牛 2,000 豆腐粕、醤油粕等 みたけ食品、（橋本ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽﾜｲﾝ他へ）

21 千葉 旭市 H21～ 旭エコフィードＴＭＲセンター 豚 2,000 コンビニ、スーパー残さ等 ブライトピック千葉

22 千葉 旭市 H22.5 (株)旭エコフィード 豚・鶏 500 豆腐粕、醤油粕等 赤座農場、高橋畜産、大松畜産

23 神奈川 相模原市 H21～ ＦＥ飼料利用促進協議会 豚 2,000 コンビニ、スーパー残さ等 タンクローリー 小田急フードエコロジーセンター

24 静岡 浜松市 H21～ 浜名酪農業協同組合 牛 800 ビール粕 11.0 受入バケット

25 愛知 豊田市 H21～ 豊田リサイクル飼料センター 豚 500 パン屑、麺屑、菓子屑等 トヨタファーム、三浦畜産、サンクスファーム

26 愛知 名古屋市 H21～ ポテト加工副産物飼料利用促進協議会 豚 1,000 ポテト皮 湯淺商事、マルミファーム

27 愛知 名古屋市 H22.4 食品残さ等飼料利用促進東海地域協議会 豚 2,000 コンビニ、スーパー残さ等 中部有機リサイクル(株)

28 島根 益田市 H21～ TMR松永牧場 牛 2,000 豆腐粕等 松永牧場

29 岡山 和気町 H21～ 小林ＴＭＲセンター 牛 800 豆腐粕、ビール粕等 小林勝利（小林牧場）

30 熊本 菊池市 H21～ 全酪連福岡支所 牛 200 ウーロン茶粕 熊本TMRセンター

31 宮崎 えびの市 H21～ えびの高原夢工場利用組合 豚 2,000 焼酎粕、茶粕、野菜屑等 レクスト26



２　エコフィード緊急増産対策事業
（１）流通飼料型エコフィード生産・利用拡大支援事業 （TDN㌧／年）

地域 市町村
取組
開始

事業実施主体名 畜種
ｴｺﾌｨｰﾄﾞ
の利用拡
大計画

利用残さの種類

1 全国 － H20.4 明治飼糧エコフィード利用推進地域協議会 豚 276
醤油粕、豆腐粕、菓子屑
等

2 全国 － H21.4 雪印種苗エコフィード利用推進地域協議会 牛 305
キノコ菌床、醤油粕、野菜
整形屑等

3
東海
近畿

－ H21.4 マルナカ中部近畿エコフィード利用推進地域協議会 豚 1,262 豆腐粕

4
東北
北関東

－ H22.4 高清水エコフィード利用推進協議会 豚 240 生麺屑等

（２）マッチング・システム構築事業

県名 市町村
取組
開始

事業実施主体名

1 青森県
青森市
十和田市

H22.7 十和田地域エコフィード推進協議会

2 茨城県 下妻市 H22.7 エコフィード茨城協議会

3 千葉県 千葉市 H22.7
千葉県エコフィード
利用推進委員会

4 愛媛県 松山市 H22.7 愛媛県飼料化推進協議会

（３）地域未利用資源飼料化確立支援事業

県名 市町村
取組
開始

事業実施主体名

備考（代表者、構成員等）

青森県畜産協会、三本木畜産農業、おいらせ農協、三本木農業高
校、食品産業（十和田給食センター他）、養豚農家　他

農事組合法人百姓倶楽部、食品産業（カルビー、幸田商店他）、県、国
立環境研究所、畜草研、養豚農家　他

千葉県畜産協会、全農、酪農協、肉牛生産農協、農業協会、と畜場協
会、生協ちば、消費者団体連絡会、県　他

未利用資源、ｴｺﾌｨｰﾄﾞ製造業者、生産者の
利用状況及び意向等をDB化

備考（代表者、構成員等）

配合飼料工場：新北海道飼料、仙台飼料、鹿島工場、加古川工場
飼料化業者：明治乳業、ヤマサ醤油粕組合、高田商店

配合飼料工場：那須TMR、富士TMR、北九州TMR
飼料化業者：ホクト、アサヒ飲料、テンヨ武田、味の素

配合飼料工場：中部飼料
飼料化業者：美濃部

配合飼料工場：サイボク飼料
飼料化業者：エコフィードファクトリー高清水

食品産業における排出等実態調査及び畜
産農家のｴｺﾌｨｰﾄﾞ利用意向調査

事業概要 備考（代表者、構成員等）

事業概要

残さ賦存量調査、食品産業の飼料化意向調
査及び畜産農家の飼料利用意向調査等

耕種農家が排出する干しイモ残渣等のエコ
フィード原料をDB化

県畜産協会、県酪連､農協､NPO法人（資源･環境対策協議会）､食品
産業（菓子工業組合、豆腐油揚商工他）、飼料メーカー、県　他

27

開始

1 北海道 帯広市 H22.7 ビートトップ飼料化促進協議会

2 北海道 帯広市 H22.7 十勝・帯広未利用資源飼料化促進協議会

3 青森県
青森市
十和田市

H22.7 十和田地域エコフィード推進協議会

4 長野県 長野市 H22.7 長野県未利用資源飼料化確立協議会

5 愛知県 豊川市 H22.7 豊川宝飯地域農業研究・普及協議会

6 大阪府 大阪市 H22.7 大阪府未利用資源飼料化確立協議会

7 兵庫県 神戸市 H22.7 兵庫県地域未利用資源飼料化協議会

8 岡山県 岡山市 H22.7 岡山県地域未活用資源飼料化協議会

9 香川県 高松市 H22.7 香川地域 エコフィード緊急増産対策協議会

10 愛媛県 松山市 H22.7 愛媛県飼料化推進協議会

ソルガムきのこ培地の飼料化及び給与実証
試験
野菜残さ等の飼料化の実証試験及び厚脂
対策等給与手法実証試験
未利用資源（煮豆類）の飼料化及び給与実
証試験

県、長野県畜産協会、滋賀県立大、イトウ精麦、信州クボタ、食品産業
（全農、JA（中野、須高））　他
ひまわり農協、食品産業者（かねふく食品他）、経済連、畜産農家、
県、日本大学、飼料メーカー、畜産農家　他
大興（飼料製造業）、大阪府畜産会、大阪府環境農林水産研究所、府
立農芸高校、食品産業（くらこん）、畜産農協連、畜産農家　他

未利用資源の飼料化実証試験（食品製造粕
等）、給与実証試験（パン屑等：養豚）

県畜産協会、県酪連､農協､NPO法人（資源･環境対策協議会）､食品
産業（菓子工業組合、豆腐油揚商工他）、飼料メーカー、県　他

未利用資源（梨くず、生米ぬか）の飼料化及
び給与実証試験
未利用資源の飼料化及び給与実証試験（酒
粕：乳用牛、もやし屑：肉用牛）
ワイン粕の飼料化試験（乾燥、サイレージ）
及び給与実証試験（肥育牛）

県畜産協会、県、岡山大学、飼料製造業者、食品産業（食品産業協
会、藤橋商店）、全農、県酪連、県養鶏協会、飼料製造業　他
県畜産協会、酪農協､全農、県、県食品産業協会､岡山エコ研究会､飼
料メーカー（くみあい飼料、フタバ飼料他）､県　他
県畜産協会、ＪＡ､香川大学､県､食品産業（さぬきワイン他）、飼料メー
カー（くみあい飼料、日和産業他）、畜産農家　他

ビートトップの収穫、飼料化、給与試験

未利用資源（菓子残さ、スーパー残さ）の飼
料化の調査、実証試験
未利用資源の利活用検討、エコフィードの給
与実証試験

帯広畜産大学、帯広市、食品産業（よつば乳業、柳月、卸売市場）、エ
イシン設備、とかち・とん太・ダー子　他
青森県畜産協会、三本木畜産農業、おいらせ農協、三本木農業高
校、食品産業（十和田給食センター他）、養豚農家　他

帯広畜産大学、帯広市、農業振興公社、十勝農協連、タイセイ飼料、
東洋農機、道試験場、NLBC十勝牧場、畜産農家、畑作農家　他




